
「水の分配」教材を使った問題解決学習の授業実践 

大阪府立東百舌鳥高等学校 稲川 孝司 

 

要旨  Bowland Maths が提供している教材の中から「水の分配」教材を選び、問題解決学習の単元

で授業を行った。正解のない問題を準備し、問題を明確化する過程で必要なデータを分析し、統計デー

タから自分の必要なデータを取り込み、数値の意味を考えながらエクセル上で計算式を作り、協働学習

をしながら他者の視点からも解決策を考えるプロセスは、思考力、判断力、表現力を育て、問題解決能

力の向上に結びついている。 

 

1. はじめに 

平成 25 年から始まった教科情報の授業におい

ては、「問題解決」に関する学習内容の充実が以前

より求められている。 

特に、「情報の科学」では学習指導要領の内容の

中で、13カ所で「問題解決」の言葉が記述されて

おり、重要視されていることがわかる。しかし、

問題を発見し，明確化し，分析及び解決の方法が

理解でき、問題解決の目的や状況に応じて適切に

選択することの重要性を考えることができる教材

が少なく、問題解決学習の授業研究は、現在あま

り存在しない。 

今回、問題解決の概念を体験できるような問題

を用意して、問題の明確化、情報の収集、情報の

整理・分析、解決策の検討・評価、の手順を学習

する実践を行ったので、その内容を報告する。 

 

2. 学習指導要領における問題解決の扱い 

情報科での授業において問題解決に関する授業

内容は大きなウエイトを占めている。 

実際、学習指導要領(1)において、「社会と情報」

では、「(4)望ましい情報社会の構築」の中に「ｳ､

情報社会における問題の解決」という項目が設け

られ、「情報機器や情報通信ネットワークなどを適

切に活用して問題を解決する方法を習得させる」

と書かれている。 

また、「情報の科学」では学習指導要領の大項目

として「(2)問題解決とコンピュータの活用」と「(3)

情報の管理と問題解決」がある。「(2)問題解決と

コンピュータの活用」の中で、「ｱ, 問題解決の基

本的な考え方」では「問題の発見，明確化，分析

及び解決の方法を習得させ，問題解決の目的や状

況に応じてこれらの方法を適切に選択することの

重要性を考えさせる」、「ｲ､問題の解決と処理手順

の自動化」では「問題の解法をアルゴリズムを用

いて表現する方法を習得させ，コンピュータによ

る処理手順の自動実行の有用性を理解させる」、「ｳ､

モデル化とシミュレーション」では「モデル化と

シミュレーションの考え方や方法を理解させ，実

際の問題解決に活用できるようにする」とある。 

また、同じく「情報の科学」の「(3)情報の管理

と問題解決」では、「ｱ､情報通信ネットワークと問

題解決」で「問題解決における情報通信ネットワ

ークの活用方法を習得させ，情報を共有すること

の有用性を理解させる」、「ｲ､情報の蓄積・管理と

データベース」で「情報を蓄積し管理・検索する

ためのデータベースの概念を理解させ，問題解決

にデータベースを活用できるようにする」、「ｳ､問

題解決の評価と改善」で「問題解決の過程と結果

について評価し，改善することの意義や重要性を

理解させる」とある。 

 

3. 問題解決のための教材について 

問題解決の単元では、問題の発見、明確化、分

析および解決の方法そのものも学習することにな

っている。問題解決をするためには、まず問題を

探し、何が問題か明らかにしなければならないが、

生徒が身近に感じ、解決方法が複数あって、授業

で活用できる良い問題はなかなか存在しない。ま

た生徒が自分で問題を探し出すのも難しい。そこ

で、数学を中心に考える能力を育てることを目標

にした英国の bowland Maths(2)という団体が非

営利で、問題解決能力やクリエイティブに物事を

考える力を育てる教材を提供していることを知り、

これを使って授業実践を行おうと考えた。 

なお、日本ではボーランド・ジャパン(3)という

団体が、Bowland Maths を中心にした教材の紹

介と授業研究を行い、日本の学校や生徒にニーズ

に即した日本語版も開発しており、現在 35 個

（2014年 7月現在）も教材が upされている。 

 

4. 授業実践について 

4.1 学校について 

本校は、1971年（昭和 51年）に設置され来年

40周年を迎える比較的新しい高等学校である。堺

市内の住宅地の中に位置しており、近隣には行基



が建立した大野寺（土塔）がある。近くに鉄道の

駅がなく、ほとんどの生徒は自転車で通学してい

る。 

4.2 授業の概要 

授業実践は、2014 年 6 月末に、本校の高校 1

年生「情報の科学」（2単位）の授業で実施した。 

4.3 教材について 

教材はBowland Maths の Classroom Project

の中にある Water Availability である。本田(4)は

その教材を「水の分配」という日本語訳をして授

業実践している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 当日の授業の展開 

はじめに問題を提示し、具体的に分配の例であ

る「1:1:1」を教師側から示した。 

生徒からその方法では不公平だという声が上が

ったので、どうすれば公平になるかを考えさせた。

そして、人口や、面積、降雨量などの指標が必要

だということで、エクセルの資料（表 1）を授業

用ポータルサイトから downloadさせた。 

また、それぞれの国がどこにあるかを調べさせ

て、国の場所がわかるように白地図を塗らせた。 

 エクセルを使う授業は初めてなので、エクセル

のシート上で人口、面積、利用可能な水の量の合

計と比率の計算方法を説明した。人口密度の項目

は、どうすれば求められるか考えさせて、計算式

を作らせた。 

そして、各自で結論を出したあと、グループで

意見や情報を出し合い、その数値の持つ意味を考

えさせ、分配の最終案を決めさせた。 

 

5. まとめ 

 問題解決学習の教材をあらかじめ用意しておき、

それを使って 1:1:1 に分配することで、問題点を

発見させ、問題点を明確化させた上で分析のため

に必要な資料が何かを考えさせることができた。 

 そして、エクセルで作成した資料から必要なデ

ータを自分で算出させ、分配案を考えさせた。グ

ループでの意見交換で、問題の解法について他人

の様々な考え方を知り、それらを取り入れて正解

のない問題を納得して解くことができた。 

 具体的にイメージできる問題から始まる今回の

一連の授業の流れは、問題解決の手法そのもので

あり、短時間で問題解決学習の意義を生徒が感じ、

自分の意見を持ち、相手を説得させることで、問

題解決的な視点が育ったと実感した。 

この授業実践が先生方の授業づくりの参考にな

れば幸いである。 
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表 1 エクセルの資料  

 
                              

【概要】生徒たちは，中近東および北アフリカ

の国々へ水資源を提供する任務を負った国際支

援機関（WWRB）の事務官を演じる。彼らは 各

国における水の利用可能量を公平に比較し，ど

の国がいちばん水を必要としているのかを決め

るための手段を検討する。当該地域における水

の重要性を説明する文書を詳細に調査し，関連

データを収集する。 

【問題】国際支援機関（WWRB）から，水不足

に悩むアルジェリア，ヨルダン，トルコの 3か

国へ「水」を公平に分配するという任務が与え

られた。どのように分配すればよいだろうか。 


